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みやま市からの通勤がお得に 
働く若者の定住支援として、通勤定期券の購入費用を補助します 

 

 みやま市内の鉄道の駅やバス停を利用して市外に通勤する３５歳以下の人に、３年最大３６万円

の「みやま市若者移住・定住通勤定期利用支援金」を補助します。 

本支援金は、これまで転入者のみに限定していた制度を見直し、対象者を拡充することで、本市

への移住・定住の促進を図るものです。 

また、近年利用の減少が続いている公共交通機関の利用促進及び本市が推進する脱炭素の取組み

にも寄与することを目的として、対象となる通勤手段を定め、これを要件の一つとしています。 

 

【みやま市若者移住・定住通勤定期利用支援金】 

◆対象となるための主な要件 

 （１）初回申請時において、３５歳以下であること。 

（２）下記の交通機関を利用して、定期券を購入し市外に通勤していること。 

・九州新幹線（新大牟田駅、筑後船小屋駅のいずれかの駅からの利用） 

・ＪＲ（瀬高駅、南瀬高駅、渡瀬駅のいずれかの駅から市外の駅への利用） 

・西日本鉄道（開駅、江の浦駅のいずれかの駅から市外の駅への利用） 

・堀川バス（市内のバス停から市外のバス停への利用） 

 

◆支援金額（次に掲げるいずれかの額） 

 （１）新幹線利用がある場合：年額最大１２万円（月額上限１万円） 

 （２）その他の場合：年額最大６万円（月額上限５千円） 

※支援金額の算出方法やその他詳しい条件は、別紙をご参照ください。 

 

◆申請見込み件数＝６５件／年 

 

＜参考データ＞ 

 （１）本市の転出超過が著しい年齢層＝１０代後半から３０代半ばにかけて 

 （２）本市実施の転出者へのアンケートで、転出の理由として挙げられる主なもの 

     ① 就職 ２７.２％ 

   ② 結婚 １９.８％ 

   ③ 転職 １４.８％ 

   ④ 進学  ８.６％ 

   ⑤ 転勤  ６.２％ 

 企画振興課 地方創生係 担当：吉田 

ＴＥＬ  ０９４４-６４-１５５０ 

仕事に関する理由が約半分を占める（４８.２％） 

本支援制度により、働く若者の転出者数減少を目指します。 


